
「企業の成績表」とは？

経済学研究科

教授インタビュー

村宮先生に学ぶ

株価を動かす会計情報
ー先生の研究内容について教えて下さい。
僕が研究しているのは「会計学」っていう学問です。企業って、会社

の現状はこんなんですとか、過去一年はこんな成果がありましたよって

いう「企業の成績表」を作成するんですね。ここでみんなの成績表とは

違う点が二つあって、一つは、その成績表は一定のルールに従って企業

自身で作るというところです。もう一つは、成績表をみんなに開示しな

いといけないところ。その成績表を作成し開示するまでのプロセスを研

究するのが会計学という学問だといわれています。僕は、企業がその成

績表を開示した時に人々がどんな反応をするのかにすごく興味があるん

です。成績表っていろんな人の意思決定に役立てられてるんですよね。

例えば銀行は成績表を見てその企業の健全性や将来性とかを判断して、
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その企業にお金を貸していいのかという意思決定をします。僕が一番関

心を持っている株で言えば、成績表を見て人が株を買うか買わないかの

意思決定を行い、その結果、株価が変わるんですよね。ですから会計情

報は株価を動かす重要な一要因なんです。

もうちょっと具体的な話をしましょう。理想的な世界では、みんなが

ある企業について知っている情報ってその企業の株価に全部反映されて

るんです。そうなると、今知ってる情報をもとに取引を行っても儲けら

れないんですよね。だってその情報はすでに株価に織り込まれてるから。

将来、例えば一年後はみんなが一年後知っている情報によって株価は動

くんです。その情報を今の段階では知らないから、僕らは将来の株価を

予測できないんです。だから会計情報をいくら知って分析したところで、

僕らが将来の株価の動きを予測することはできない。そういう考えが昔

は結構支配的だったんですね。でも、1980 年以降に、会計情報って実

は株価に織り込まれてなくて、その情報をもとにしたら儲けることが出

来るかもしれないっていう証拠がアメリカを中心に結構たくさん出てき

たんです。

僕は日本の株式市場を対象に、会計情報のどの部分が株価に織り込ま

れていないのか、何でその情報が株価に織り込まれていないのかをメイ

ンに研究してます。

HandaiWalker教授インタビュー経済学研究科村宮克彦准教授



ー先生はWeb上でも講義をされていますね。
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そうですね。企業から声をかけてもらって始めたんですけど、結構反

響があって。僕は阪大に来るまでは研究所にいたんで、教育って面白い

のかどうかわからないと思ってたんですけど、やってみるとすごく面白

くて。自分は研究も好きだけど、教育も好きかもしれないって気づいた

んですね。現代ってYouTubeとか、今やってるオンライン講義とかいろ

んなツールがあって、阪大生だけじゃなく日本中の人に見てもらえる可

能性がある。自分がちゃんと教えられる内容に関してより多くの人に発

信できれば、僕にとってもすごく嬉しいし、ちょっとだけですけど社会

に自分の知識を還元することが出来ると思っています。特に、会計は企

業が経営する中ですごく重要な役割を果たすので、会計がわかってない

とうまく企業活動を行っていくことが出来ないと思ってるんです。だか

ら、多くの人に、とりわけ今企業に勤めている人にそういった知識を提

供することで、日本企業の経営がうまくいくようになればいいなという

ちょっと高い志はあります。



ー先生の学部時代はどんなものでしたか。
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ほんとに何も勉強してなかったんです。高校まで1時間に1本しか電

車が通らないような、しかも電車じゃなくて汽車で、そんな田舎に住ん

でたんです。早く都会に出たい、早く一人暮らししたいって思ってて、

入学したらもう遊ぶしかないじゃないですか。田舎とは全然違うし遊ぶ

とこばっかりやんって思って。タガが外れたみたいに遊びに夢中になり

まして、何も勉強せずに夜まで遊んでゲームして麻雀して、朝日が昇っ

てから寝て、昼に起きて学食行って、授業出ると思いきや出ずに帰るみ

たいな日々を送ってたんですね。でいざ就職活動しようってなった時に

このまま社会に出たらすごい落ちこぼれちゃうなって思ったんです。そ

の時に大学院っていう選択肢もあるって聞いて、大学院に行けばこの生

活がまだ続けられるって気づいて。しかも大学院って博士課程まで行っ

たらあと 5 年はモラトリアムが延長できる。じゃあ大学院行くかと思

いました。それで大学院行くために勉強し始めたんですけど、勉強する

中で、モラトリアムをエンジョイするために学部時代にやっていなかっ

た勉強を頑張ろうって自分の中で目覚めたんですよね。そこからは人生

初めてのガリ勉です。大学院入ってからも論文を毎日頑張っていっぱい

読んで、でも最初の方は何書いてるかわからないから専門書読んで勉強

遊び続けた学部生時代から、
人生初のガリ勉へ
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して、論文読んで、みたいな感じで。何もしなかった学部時代から、勉

強頑張ったほうが面白そうやんと思って勉強し始めた大学院生時代でし

た。

ー阪大生へのメッセージをお願いします。

伊坂幸太郎の『砂漠』がすごい好きで、終盤で「学生時代を思い出し

て、懐かしがるには構わないが、あの時は良かったな、オアシスだった

な、と逃げるようなことは絶対に考えるな。そういう人生を送るなよ」

っていう節があるんですね。僕がこの本を読んでた時って博士課程のと

きなんですけど、周りはみんな就職してもう社会人として活躍してる中

で自分はまだ学生っていう身分じゃないですか。周りも優秀な人ばっか

りで他人と比べて落ち込んで。大学生のときはキラキラしてて楽しかっ

た思い出がいっぱいで、大学生のときは良かったなーとかすごい思って

たんですよね。でもこの『砂漠』を読んだときに、あーこれじゃダメや

なって。もちろん懐かしんだりはするけど、あのときは良かったなあと

か帰りたいなあっていうのはやめようかな、今頑張ればいいかって切り

替えられて、前を向いて頑張ろうと思えた一節だったんです。大学って

すごい豊潤な時間で、その中でとにかく何でもいいから謳歌してもらい

たいんです。自分なりに、サークルでも部活動でも何でもいいと思うん

ですけれど、いい人間関係を作って、みんなで謳歌してもらいたくて。

そのあとは、懐かしがるのはいいけど、前を向いて歩いて行ってもらい



たいなって感じですね。あとはぼちぼちやってくださいっていうのが好

きで。阪大生見てて思うんですけど、例えば就職活動一つとってもすご

い肩に力入ってるんですよね。いいとこ就職しないと！って。まあそん

な肩に力入れずにぼちぼちやったらいいやんって思ってて。別に単位取

れなくても、就職決まらなくても、それで人生決まるわけじゃないです

し、もうちょっと気持ち楽にしてやればいいやんって思ったりしますね。

大阪大学経済学研究科経営学系専攻

村宮克彦准教授

お話を伺ったのは



教授インタビュー

留学生への日本語教育を行う国際教育交流セン
ターの村岡先生に研究内容をインタビューしまし
た。

ー先生の研究内容について教えてください。

私は国際教育交流センターで本学の学部・大
学院に在籍する留学生を対象に日本語教育を
行っています。吹田キャンパスと豊中キャンパ
スの両方で仕事をしています。
吹田では、日本語集中コースという大学院生

と研究生を対象とした毎日行われるコースと、



大学院生に対する学際融合教育科目、および
研究生に対する選択コースにおいて、それぞ
れ研究活動に必要とされる日本語コミュニ
ケーションのための教育を行っています。大
学院生に対する学際融合教育科目、および研
究生に対する選択コースにおいて、それぞれ
研究活動に必要とされる日本語コミュニケー
ションのための教育を行っています。
豊中では、特に学部 1・2年生向け共通教育

の「専門日本語」という科目を担当し、かつ、
大学院言語文化研究科においては、一般日本
人院生・留学生ともに、博士後期課程まで研
究指導を行っています。私の研究テーマは、
アカデミックライティング教育研究、および
専門日本語教育、すなわち、 J a p ane se f o r
Spe c i f i c Pu r p o s e s、中でも J a p ane se f o r
A c adem i c Pu r p o s e sで、関連の教材の開発
もしています。

前任の大学では、教育学部に属し、留学生
に日本語を教えていました。農学系の学生に
教えることが一番多かったです。日本語学習
が必要な留学生のために、多様な農学系の学
術雑誌の論文に使用されているアカデミック
な語彙の調査をしました。当然、私の専門分
野とは異なるわけですが、その結果、語彙の
使用傾向が一定程度あることがわかり、



特に、パターン化された表現についても新た
な知見を得ました。農学では、「認められ
る」「考えられる」といった受け身形での動
詞や、「供試する」「採取する」などの「漢
字二字＋する」動詞、変化を表す「～なる」
という動詞が多く、また形容動詞は「明らか
な」「必要な」「有意な」なども現れます。
さらには機能語としての接続詞（例：および、
また）はひらがな表記が多いことなど、多く
の使用傾向がわかりました。それらは、論文
だけでなく、口頭発表や通常のコミュニケー
ションにおいても使用されているものが少な
くありません。

ただし、当該の留学生が語彙だけを知って
いても日本語の運用には不十分なため、まず
文型の調査をし、続いて文章構成や論理展開
なども調べました。序論は「緒言」と言われ、
そのあとは、「材料および方法」「結果およ
び考察」といった典型的なセクションが続き、
それぞれにおいて、典型的な文型や情報の提
出順序が見られることもわかりました。工学
系の多くの実験系なども類似のものです。こ
れらは発表の際も基本的には同様です。いず
れも、日本語教育にも有用なデータを得たと
言えるものでした。ここが、現在の私の教育
と研究につながるスタート地点でした。



さらに、阪大に来てからも工学系、医学系、

理学系の使用言語を、複数の他大学の研究者と

の共同研究によって調査分析を進め、実際に日

本語が必要な分野はどこなのか、について検討

しました。その結果、例えば医学、数学、化学、

物理学などの基礎研究においては、使用言語と

しての英語の頻度が非常に高いものでした。一

方で、応用科学の分野では、例えば、建築工学

や土木工学などの研究は、地震が多発する日本

の環境において、日本での研究がかなり進んだ

分野でもあります。

もちろん、英語を使わないわけではありませ

んが、使用言語としての日本語の地位が比較的

高く、他分野と比較して、日本語での論文執筆

や学会発表の場も多いことがわかりました。そ

のような分野は、現場主義、地域主義といった

キーワードが該当するような場合も多く、現地

で必要な情報を現地の人に提供することも重要

であるとみなされると言えます。その分野に多

い留学生は、中国系や韓国系などの漢字文化圏

の、日本語がよくできる人たちで、非常に高度

な日本語を運用していることもわかりました。

都市計画などの領域では、工学系といっても歴

史や文化も関連する社会科学系に通ずるテーマ



あり、高度な日本語能力があっても、抽象的な
議論を行うのはしばしば難しい、といった指摘
も、当該の指導教員から聞いたことがあり、印
象的でした。

ー大学教員としてのキャリアでの印象深い
出来事はありますか？

大学院修了後、京都の私立大学で 1年間の短
期プログラムで教えていたときは、対象は全員
アメリカの大学生でした。彼らは良い意味で教
育、授業への要求が多く、日本の教育文化とは
かなり異なる背景で育ってきた人たちだと思い
ました。例えば、小テストの中に教科書にはな
いが難しい表現ではない単語があれば、「教科
書に載っていない単語がある」と文句を言って
きたり、提出されたエッセイに丁寧にコメント
を書いたら、読むのが少し面倒くさそうな表情
で「このコメントも読めないところがあるから
私は日本語がまだまだなんですよね」と言った
りするケースもあり、コメントの書き方も考え
させられました。かと思えば、彼らは授業が充
実していると感じられたら、「今日の授業、良
かったです」と、わざわざ授業後に、評価のコ
メントをくれたこともあったので、教育文化の
違い、あるいは教員と学生との距離が近いとい
うコミュニケーションスタイルの違いも、大い
に認識させられました。



もう 30年近く前になりますが、その当時でも
アメリカの学生による授業評価が、全部図書館
に公開されているということで、TAの学生さん
への授業評価も教授や准教授への授業評価も全
て公開されていることを、アメリカの大学で長
く教鞭をとってきた上司から聞いて知りました。
学生の授業評価は教員の給料にも反映されると
いう背景もあるので、教員側も日本の環境とは
かなり異なるわけですが、学生自身も自分で授
業料を払い、場合によっては学習ローンで卒業
後に返済していくので、自分の支払った学費に
見合う教育を提供してほしいという、教育の質
への思いが非常に強いことを知った時期でした。

途中アメリカの協定大学にも半年あまり日本
語を教えに行く機会があり、アメリカの大学生
ばかり合計で 4年間ほど教えたあと、次に、四
国の香川大学へ異動し、留学生には日本語を日
本人など一般学生には日本語教授法などを教え
るという経験をしました。そこでは 6年半ほど
在職していました。例えば、 1限に留学生の授
業があってインターラクティブな活動を終えて
すぐに、 2限に今度は日本人ばかりのクラスに
行くと、お通夜みたいな状態！わかりますか？
（笑） 彼らはリアクションが薄くきわめて静
かだからです。日本人学生の場合、人前で意見
を言うことに高校までの間、なかなか慣れてい



ないっていう学生集団だったわけです。授業終
わってから、雑談をしていて「おとなしいね」
とか言ったら、「私は高校の時にユニークだっ
たので、目立たないように個性を押しつぶして
ました」とかいう人もいました。でも、静かだ
からと言って皆さんが不満に思っているわけで
もなくて、楽しいときは楽しいと思っていて、
それを表に出してないということもわかってき
ました。

ー阪大生に対して、何かメッセージはありま
すか？
評判通り、阪大生は基本的に真面目です。例

えば研究活動も、努力すれば、能力をどのよう
にでも伸ばせる人たちだと思います。そのため、
環境が整い、意欲があれば、素晴らしい成果を
上げられる人たちだと思います。さらに欲を言
えば、他の人とコラボレートする、つまり「協
働」することを一層心がければ、もっと視野も
広がりますね。留学生をはじめ、自分とは背景や信念
が異なる人との出会いとコミュニケーションは、なかな
かわくわくするものです。それは勉強や研究だけではな
く、社会人としてのさまざまなステップを踏んでいく上

で重要なことと思います。

以前、阪大生がある大学ランキングの調査結果で、イ
ノベイティブな分野で、高く評価されていたという情報
を聞いたことがあります。何かを開拓するとか、創造す
る、あるいは答えのない問いへの解答を求めて思考し、



行動する、というようなことができる人たちだ、
ということでしょうね。そういう意味では、私た
ち教員も、学生さんが心地よく能力が発揮できる
ような学習・教育の環境づくりをさらに考える必
要があるなあと思っています。「イカハン」？い
かにも阪大、という真面目である DNAを受け継
いでいる学生さんであることを、ぜひ誇りに思っ
てほしいとも思います。



推薦図書
～阪大生にオススメしたい本を聞きました～

外国語を
身につけるための
日本語レッスン

三森ゆりか著
白水社

この著者は日本語教育学の人ではなくて、
ドイツへの留学経験があり、言語技術に関心
のある研究者です。自分が外国に行って、自
身の普段のコミュニケーションスタイルでは
なかなか相手に話が通じない経験をしたり、
あなたの文章がわかりにくいと言われたりし
た経験があるそうです。
現在は、 A Iが発達していて、簡単な日本語

であれば、自分がその外国語を知らなくても
伝えられる状況があります。「母語」によっ
て十分に、かつ適切に表現ができなければ、
それを外国語に翻訳できないことになり、翻
訳できなければ伝わらないということも生じ
ます。この著者はそのような問題を、さまざ
まな例を示して書いてくれています。



村岡貴子 先生
今回ご協力いただいたのは
大阪大学国際教育交流センター
副センター長の村岡先生です。

冊子版のHanda iWa l ke r４ ,５月号に
本インタビューを掲載予定でしたが、
緊急事態宣言により、構内での配布が
不可能となったため、ウェブ上での配信と
なっております。

なお、取材日時は2019年12月25日、インタ
ビュアーは文学部3年の福島、工学部 2年の
神原です。



原子力の

考える
未来を

教授インタビュー

工学研究科
環境エネルギー工学専攻
原子力社会工学領域

北田 孝典 教授



この研究室では「原子力社会工学領域」という分野

を扱っています。核燃料がどんな振る舞いをするのか、

エネルギーを取り出す原理は何かという問題は核分裂

という原子核の反応で考えます。普通の化学の反応は

原子の反応だけれども、ここで扱おうとしてるのは原

子核の反応なので、扱う現象が他の学科とは少し違い

ます。原子核の反応をちゃんと扱うというのが原子力

のある意味一番の特徴ですね。原子核が反応して他の

ものに変わるようなことをするので、今まで無かった

ものがたくさんできてしまいます。この研究室では原

子力を利用して、大きく２つの研究分野を扱っていま

す。

先生の研究内容について教えてください。



1つはごみに関してですね。放射能を持つごみをなくす

ことは基本的にはできなくて、違う原子核に変えてもう

少し良い特性のものに変えるというものです。原子炉で

使った後の燃料がほぼ無害になるには、10万年くらいか

かるのですが、そういう悪さをする物質をもう少し短い

時間で害が無くなるものに変換できれば、処理に関して

は「ましになる」ということです。今までとは違う原子

炉を考えることで、核反応によって原子核の種類を変え

る核変換という現象をもっとうまく起こせるようにした

い。それによって10万年かかるといわれてたものが1000

年とか、場合によっては500年とかっていう時間スケール

に近づけられるという話ですね。それをするための、新

しいタイプの原子炉の開発が必要になる。日本は原子力

に対するアレルギーが大きいんだけれど、隣の中国を見

たら色々なタイプの原子炉の開発が進められていて、実

はそろそろトップランナーになりかねないくらいの勢い

なんです。



もう１つは、既存の原子炉や発電所の安全性を高め

るような研究です。規制が厳しくなって色んな設備が

ついたことも当然、安全性を高めたことになります。

でもそれだけではなくて、原子炉や発電所を周りがど

のようにサポートすればいいのか、そもそも今ある設

備の中のどこに弱点があるのかを調べて、実際に管理

をする上で大切なところを明らかにするのも安全性を

高めるということに繋がるのです。弱点がどこで、全

体としての安全性、対処能力を高めるにはどうしたら

いいか、どういうやり方があるのかということです。

人がどのように行動すべきなのか、どのような体制を

組むべきなのかも研究対象にしてます。確率論的リス

ク評価というのがあって、ある装置はどれだけの頻度

で壊れる、誤動作する、みたいな確率をもとにシステ

ム全体としてはどれくらいの頻度で異常な状態になる

か。そんな感じの評価を、確率をもとにやっています。



学生時代の思い出を教えてください。

私は大阪生まれの大阪育ちで、大阪大学に入学して

から大阪大学以外に就職していません。大阪大学の工

学部の原子力工学科に入った当時はまだ工学部に20個

近く学科があったんですよ。1学年学科には40人もいな

いくらいで、1年生から4年生までずっと一緒に上がっ

ていく感じですね。

研究室で自分の研究したいテーマを明確に決めたの

は、研究室に配属される前ですね。原子力は大きく分

けたら化学関係と物理関係に分かれるのですが、私は

化学が好きじゃなかった。何とかの法則っていうのが

やたらと多いイメージなんです。物理は割と元の式が

１つだけで、そこからどんどん派生していくだけなの

で、すごくシンプルなんです。ただ応用がちょっと難

しくてなかなか使えないので、いかに使うかみたいな

ところですね。



化学は何とかの法則がいっぱい出てきて、それを勉

強した人というか、経験ある人が幅をきかせるのは当

たり前って思ってしまって、それよりもみんながわ

かってる一本の式からアイデアでいろんな使い方を考

える物理の方が若造でも太刀打ちできるんじゃない

かって思ったんですよ。それでこの分野を選んだんで

す。研究室を選ぶときは、やれるやれないじゃなくて

やってみたいところを選んだら間違いないですね。

入ってしまったら、努力するというのはみんな一緒だ

と思うし、やればみんなできます。大阪大学に合格し

てるんだからできます。



阪大生へのメッセージをお願いします。

阪大生だけじゃない気がするんですけど、今の若い学

生さんを見ていると、色んなものに興味があるんだなあ

と。勉強のプライオリティが結構下がっている印象です

ね。別にそれが絶対悪いとも思わないんだけど、あとで

後悔しないように少しやるべきことを考えたほうがいい

んじゃないのかなっていうところはありますね。私の印

象ではちょっと上の方との話が少ないんじゃないかなと

思います。ちょっと上の先輩、例えば就職して何年かく

らい経ってるような先輩が出てくると、「こういう事

やっといた方がよかったよ」とかよく言われると思うん

だけど、そういう人と話すことが経験として少ないん

じゃないかなって。研究室を卒業してまだ２年くらいの

先輩だったらまだ親近感があると思うんですよ。あと競

争意識が低いですね。



自分でココだけやればいいやっていう線をすぐ引きた

がる感じがある。ぶっちゃけ卒業の単位がそろったらい

いわ、みたいな。卒業は目標の一つかもしれないけど、

間違いなくまだ一つのマイルストーンであって、その次

がどんどんあるはずなのに、こんだけ単位取ったからも

ういいやってやめちゃう。何のために大学来てんねや

ろって感じ。自分がこの後こういう事やってみたいって

いうのを持っていれば、当然こういう授業を取りたいと

かこういう勉強をしたいだとかあるはずなんですけど、

そういう目的意識を持った勉強っていうのが少ないかな

という印象です。受け身の勉強をされているなっていう

印象があって、もっと能動的にやってほしいなあという

願望がありますね。



最後に１つ、私がだいぶ上の先生から教えてもらった

勉強のやり方で、教科書の目次を覚えたらもういいって

いうのがあって。その本に何が書いてるかを覚えたらい

いと。例えば授業でこんなこと言ってたな、目次がこん

なんなってるなっていうのだけ頭の片隅に残しといて、

詳細は忘れてもしゃあない。端から端まで読むなんて不

可能なんで、必要になったらどの本を読めばいいかって

いうのを頭の中に入れておいて、必要な時に必要なとこ

ろを読む。そこまでは勉強することは置いておいて大丈

夫。覚えておくべきはどの本に何が書いてあるかの概略

だけで、あとは必要なときにどれを見ればいいかわかる

し、そこから検索ワードを見つけることが出来るので芋

づる式に何とかなる。勉強をある意味要領よくするって

いう一つの方法なんですけど、いまだにそれがいいと

思っています。



北田先生厳選！
参考図書のご紹介！！

不完全 不確定 不可能
ジェイムズ・D・スタイン 著
熊谷玲美
田沢恭子 訳
松井信彦
（早川書房）

数学は、工学をやっていると基本的に道具なんです
よね。使えればいいみたいなところがあって。数学で
何ができるかを知っていると、役に立つ数学って結構
見つかるんですよ。
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南北朝・室町

安土桃山

１６５４年

( )

１７３８年

現在

"MATCHA"

( 2017 )
( 2012 )

番外編
お茶といえば静岡だら!!

30 1

たけの じょうおう



効能

抗菌作用

美容効果

虫歯予防



お試しレシピ 抹茶＆甘酒

材料

125ml

作り方

一、 ( )
二、 一

三、


